
　
　
　
令
和
七
年
度
特
別
展
　
世
田
谷
の
用
水
　
出
品
目
録

章
立
て

資
料
名

作
成
者

作
成
年
代

所
蔵

【
プ
ロ
ロ
ー
グ
】

　

明
治
前
期
測
量
二
万
分
一
フ
ラ
ン
ス
式
彩
色
絵
図
【
床
貼
り
】

国
土
地
理
院

明
治
前
期

国
土
地
理
院

【
第
一
章
　
用
水
の
開
削
】

　
江
戸
時
代
の
世
田
谷
の
水
利

　
「
泉
龍
寺
」「
和
泉
村
霊
泉
」『
江
戸
名
所
図
会
』

斎
藤
幸
雄
著
・
長
谷
川
雪
旦
画　

天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
一
八
四
四
）

　

　

耕
地
用
水
覚
帳

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）

　

世
田
谷
領
村
絵
図
（
弦
巻
村
）

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

　

弦
巻
村
の
ジ
ジ
池
（『
世
田
谷
郷
土
写
真
帖
』
よ
り
）　
【
パ
ネ
ル
】

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

　

世
田
谷
領
用
水
堀
絵
図
（
蛇
崩
川
）

（
明
治
初
期
）

　

用
賀
村
絵
図
面
控

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
十
月

　

用
賀
村
水
溜
絵
図
面

（
江
戸
後
期
）

　

世
田
谷
領
用
水
堀
絵
図
（
谷
沢
川
上
流
）

（
明
治
初
期
）

　
大
蔵
村
絵
図

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）

　

仙
川
沿
い
に
広
が
る
水
田
（
大
蔵
の
石
井
戸
地
区
）　
【
パ
ネ
ル
】

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
四
月

　

下
祖
師
谷
村
絵
図

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
五
月

　

深
沢
村
絵
図

（
江
戸
後
期
）

　
六
郷
用
水

　

小
泉
次
大
夫
巡
検
之
図　
【
パ
ネ
ル
】

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

大
田
区
立
郷
土
博
物
館
蔵

　

六
郷
用
水
流
域
図　

（
明
治
初
期
）

　

六
郷
川
絵
図　

（
明
治
初
期
）

　

喜
多
見
村
絵
図

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
六
月

　

新
用
水
堀
定
之
事

宝
暦
頃
（
一
七
五
一
～
六
三
）

　

田
中
丘
隅
肖
像　
『
玉
川
三
登
鯉
伝
』
よ
り　
【
パ
ネ
ル
】

日
浦
祿

（
安
政
二
年
跋
／
一
八
五
五
）

　
玉
川
上
水

　

玉
川
上
水
木
樋

（
江
戸
時
代
）

　

調
布
玉
川
惣
画
図
（
部
分
）

相
沢
伴
主
著
・
長
谷
川
雪
堤
画

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

　

多
摩
川
絵
巻 

甲
巻
（
部
分
）

不
詳

（
昭
和
初
期
）

　
『
羽
村
臨
視
日
記
』
よ
り
代
田
橋
付
近　
【
パ
ネ
ル
】

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　
品
川
用
水

　
品
川
用
水
堀
敷
に
関
す
る
一
札

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
十
一
月

　
世
田
谷
勤
事
録　

巻
一

大
場
弥
十
郎

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

　
北
沢
用
水
・
烏
山
用
水

　
上
流
よ
り
見
た
烏
山
分
水
口
【
パ
ネ
ル
】

（
大
正
～
昭
和
前
期
）

東
京
都
水
道
歴
史
館
所
蔵

　
取
水
口
写
真
【
パ
ネ
ル
】

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
一
月

　
北
沢
用
水
絵
図

（
明
治
初
期
）

　
烏
山
用
水
絵
図

（
近
世
、
一
部
現
代
加
筆
あ
り
）

　

世
田
谷
村
全
図
【
複
製
】

（
明
治
時
代
）

　
東
京
府
荏
原
郡
世
田
谷
村
之
図 

甲
・
乙
号

（
明
治
～
大
正
時
代
）

個
人
蔵

　
三
田
用
水

　
目
黒
筋
御
場
絵
図
（
部
分
）【
パ
ネ
ル
】

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　
三
田
用
水
取
水
口
付
近
現
況
【
パ
ネ
ル
】

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
九
月
撮
影

　
代
田
用
水
と
新
規
分
水
願
い

　
代
田
用
水
願
書
（「
玉
川
上
水
留
87
」
よ
り
）【
パ
ネ
ル
】

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
十
二
月

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
用
水
路
願
書
諸
留
記
ほ
か

（
慶
応
～
明
治
期
）

　

世
田
谷
領
用
水
堀
絵
図

（
慶
応
三
年
／
一
八
六
七
）

　
神
田
玉
川
上
水
留
【
パ
ネ
ル
】

（
明
治
元
年
／
一
八
六
八
）

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
【
第
二
章
　
灌
漑
用
水
利
用
】　

　
用
水
の
利
用
と
取
水
制
限

　
井
筋
堀
幅
な
ら
び
に
埋
樋
分
水
取
入
口
書
上
面
連
印
帳
【
パ
ネ
ル
】

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

　
六
郷
用
水
よ
り
分
水
堀
割
口
幷
水
掛
田
地
反
別
絵
図

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
八
月

　
掛
樋
、
杭
柵
（『
算
法
地
方
大
成
』
巻
之
四
よ
り
）【
パ
ネ
ル
】

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
文
久
三
年
正
月
『
諸
願
向
之
留
』
よ
り

　
「
六
郷
用
水
渇
水
の
た
め
の
分
水
口
封
印
破
り
に
つ
き
」

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
六
月

　
品
川
用
水
盗
水
一
件
示
談
内
済
証
文

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
六
月

　
干
魃
に
つ
き
太
子
堂
前
田
番
水
帳

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
七
月

　
用
水
の
維
持
管
理

　
天
保
拾
三
年
九
月
『
巡
見
之
節
諸
願
向
控
留
』
よ
り

　
「
古
城
山
下
用
水
堀
水
門
堰
御
普
請
願
」

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
九
月

　

世
田
谷
領
用
水
堀
絵
図
（
烏
山
用
水
）

（
明
治
初
期
）

　

万
延
元
年
九
月
『
年
々
御
巡
見
に
つ
き
諸
願
向
記
録
』
よ
り

　
「
世
田
谷
村
松
原
宿
分
水
用
水
路
水
門
堰
御
普
請
願
」

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
九
月

　

世
田
谷
領
用
水
堀
絵
図
（
北
沢
用
水
）

（
明
治
初
期
）

　

酉
年
堀
浚
人
足
着
到
帳

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
三
月

　

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
本
田
場
獺
穴
崩
レ
埋
立
御
普
請
積
り
書　

宝
暦
六
～
七
年
（
一
七
五
六
～
五
七
）
九
月

　

品
川
領
用
水
御
普
請
所
石
碑
【
パ
ネ
ル
】

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
二
月

　

北
見
橋
石
橋
供
養
塔
【
パ
ネ
ル
】

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

　
幕
末
維
新
期
の
用
水
と
水
利
組
合
　

用
水
取
入
増
量
嘆
願
一
件
書
類
綴

（
明
治
四
年
／
一
八
七
一
）

　

用
水
敷
地
定
約
書

（
明
治
十
五
年
／
一
八
八
二
）

　

北
沢
用
水
普
通
水
利
組
合
規
約

（
明
治
四
十
一
年
／
一
九
〇
八
）

【
第
三
章
　
様
々
な
用
水
利
用
と
宅
地
化
の
進
展
】

　
水
車

　
『
諸
事
願
書
届
ケ
出
控
』
よ
り

　
「
大
蔵
村
六
右
衛
門
水
車
取
立
に
異
論
な
き
請
書
」

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
七
月

　

　

水
車
模
型

民
家
園
係
所
蔵

　

水
輪
（
部
分
）

民
家
園
係
所
蔵

　

万
力
（
安
藤
水
車
）

　

万
力
（
野
沢
水
車
）

　

小
山
村
水
車
取
調
書　

上
沼
部
村
よ
り
差
出
候
願
書
留

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
十
一
月

　

六
郷
領
用
水
路
鎌
田
村
地
内
水
車
証
文
控

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
四
月

　

鎌
田
の
共
同
水
車
【
パ
ネ
ル
】

昭
和
二
十
年
代

個
人
蔵

　

判
取
帳

大
正
時
代

　

水
車
掟
書
写

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
五
月

　
「
武
州
荏
原
郡
北
沢
村
密
蔵
院
図
」
よ
り
同
村
某
家
藤
架
図
【
パ
ネ
ル
】

（
江
戸
後
期
）

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

水
車
新
設
願
外
一
件
書
類

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
十
一
月

　

水
車
貸
渡
し
敷
金
預
り
証

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
三
月



　

錦
絵
「
角
谷
製
綿
工
場
之
真
景
」

（
明
治
時
代
）

東
京
都
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　

水
車
貸
借
契
約
取
為
替
証　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
十
一
月

　
洗
い
場

　

洗
場
設
置
使
用
継
続
許
可
書

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
四
月

　

六
郷
用
水
洗
い
場
【
パ
ネ
ル
】

昭
和
十
五
、六
年
（
一
九
四
〇
、四
一
）
頃

　

洗
い
場
で
大
蔵
大
根
を
洗
う
【
パ
ネ
ル
】

昭
和
二
十
年
代
末
頃

　
『
朝
日
新
聞
』

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
四
月
九
日
朝
刊

　
『
読
売
新
聞
』

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
五
月
六
日
朝
刊

　
思
い
出
の
中
の
用
水

　

浪
貝
清
豪　

ス
ケ
ッ
チ
集
『
思
い
出
の
烏
山
川
』
よ
り

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）

　
『
み
み
ず
の
た
は
こ
と
』

徳
冨
蘆
花

大
正
二
年
初
版
発
行
／
大
正
四
年
六
〇
版
発
行

　
宅
地
化
の
進
展
と
用
水

　
『
整
理
地
の
展
望　

第
一
輯
』

東
京
土
地
区
画
整
理
研
究
会

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

　
『
区
画
整
理
事
業
写
真
帖
』

東
京
土
地
区
画
整
理
研
究
会

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）

　

用
水
路
工
事
荒
蕪
地
開
墾
許
可
願
に
つ
き
諮
問

（
明
治
三
十
九
年
／
一
九
〇
六
）

　
『
日
本
水
道
竣
工
記
念
写
真
帳
』

日
本
水
道
株
式
会
社

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）

　

野
沢
を
流
れ
る
品
川
用
水
と
田
中
屋
呉
服
店
【
パ
ネ
ル
】

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

　

神
習
教
本
祠
（
桜
神
宮
）（『
世
田
谷
郷
土
写
真
帖
』
よ
り
）【
パ
ネ
ル
】

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

　

大
蔵
永
安
寺
前
の
六
郷
用
水
【
パ
ネ
ル
】

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
頃
か

※
エ
ピ
ロ
ー
グ
は
、
当
館
が
収
蔵
す
る
『
世
田
谷
郷
土
写
真
帖
』、『
橋
梁
調
書
台
帳
』、「
橋
調
査
ア
ル
バ
ム
」、
石
井
親
雄
家
寄
贈
写
真
、
区
史
風
景

記
録
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
写
真
と
、
世
田
谷
区
広
報
広
聴
課
提
供
の
写
真
、
お
よ
び
令
和
七
年
に
現
地
で
撮
影
し
た
写
真
で
構
成
し
て
い
る
。


